
ＪＲ連合 ジェイアール・イーストユニオン「ジャスティス」  ２０２０（令和２）年 ７月１７日 第７２号（１） 

Ｊ
Ｒ
連
合
は
６
月
１
６
日
、
田

町
交
通
ビ
ル
に
お
い
て
第
２
９

回
定
期
大
会
を
開
催
し
た
。
未
だ

収
束
を
見
通
せ
な
い
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
書
面
に
よ
る
議
決
と
し
た

が
、
２
０
２
０
年
度
の
運
動
方
針

を
は
じ
め
と
す
る
す
べ
て
の
議

案
が
全
代
議
員
の
賛
成
に
よ
り

承
認
さ
れ
た
。 

 

イ
ー
ス
ト･

ユ
ニ
オ
ン
か
ら

は
、
添
田
寿
男
中
央
執
行
副
委
員

長
が
大
会
代
議
員
と
し
て
出
席

し
、『
昨
年
の
台
風
被
害
に
続
き
、

現
況
、
第
２
波･

３
波
が
懸
念
さ

れ
る
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
」
に
つ
い
て
は
、
労
使
が
一

体
と
な
り
こ
の
困
難
の
克
服
に

向
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
し

か
し
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
健
全
な

労
使
関
係
に
は
程
遠
い
現
状
が

あ
る
。
Ｊ
Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョ
ン
の
浸

透
を
進
め
、
労
働
組
合
の
必
要
性

を
広
め
る
運
動
を
実
践
す
る
。
安

全
に
つ
い
て
、
今
年
、
福
知
山
脱

線
事
故
、
羽
越
線
脱
線
事
故
か
ら

１
５
年
と
な
る
中
で
、
複
数
件
の

死
亡
事
故
も
発
生
し
て
お
り
、
会

社
は
「
究
極
の
安
全
」
の
追
求
と

し
て
、
社
員
へ
の
安
全
意
識
、
ハ

ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
の
事
故
防
止

対
策
を
実
施
し
て
い
る
も
の
の
、

更
な
る
安
全
の
た
め
に
も
、
労
使

の
枠
を
越
え
た
取
り
組
み
が
必

要
で
あ
る
。
私
た
ち
は
「
ヒ
ュ
ー

マ
ン
エ
ラ
ー
は
結
果
で
あ
り
原

因
で
は
な
い
」
と
の
認
識
を
基
調

に
「
安
全
は
絶
対
に
譲
ら
な
い
」

取
り
組
み
を
さ
ら
に
進
め
て
い

く
。』(

要
旨)

と
し
た
「
意
見
書
」

を
も
っ
て
大
会
成
功
に
繋
げ
る

大
き
な
任
務
を
果
た
し
て
く
れ

た
。 本

大
会
は
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ
ス

テ
ム
「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ(

ズ
ー
ム)

」
を

活
用
し
て
ラ
イ
ブ
配
信
し
、
広
く

視
聴
を
呼
び
掛
け
た
。
冒
頭
、
荻

山
市
朗
会
長
は
挨
拶
で
コ
ロ
ナ

禍
に
関
し
て
、
ダ
メ
ー
ジ
か
ら
の

早
期
回
復
を
果
た
し
、
収
束
後
の

社
会
変
化
に
も
先
見
性
を
持
っ

て
臨
む
と
の
見
解
を
述
べ
た
う

え
で
、
「
『
Ｊ
Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョ
ン
』

の
『
出
会
い
ふ
れ
あ
い 

語
り
合

い
』
の
理
念
の
下
、
世
話
役
活
動

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
運

動
の
基
本
に
据
え
て
、
コ
ロ
ナ
後

の
社
会
変
化
に
も
対
応
し
、
仲
間

に
寄
り
添
い
、
助
け
合
い
、
信
頼

さ
れ
る
労
働
組
合
の
強
化
と
、
Ｊ

Ｒ
産
業
に
働
く
す
べ
て
の
仲
間

の
Ｊ
Ｒ
連
合
へ
の
総
結
集
を
訴

え
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
践
を
進
め
て

い
く
」
と
決
意
を
語
っ
た
。
ま
た
、

連
合
の
神
津
里
季
生
会
長
か
ら

は
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
て
、
感

染
リ
ス
ク
を
抱
え
る
中
で
社
会

生
活
を
支
え
て
い
る
こ
と
へ
の

謝
意
や
、
職
場
で
奮
闘
す
る
組
合

役
員
へ
の
敬
意
が
表
さ
れ
た
う

え
で
、
こ
の
よ
う
な
時
だ
か
ら
こ

そ
労
働
組
合
・
集
団
的
労
使
関
係

が
重
要
で
あ
る
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
連

合
の
運
動
へ
の
強
い
期
待
感
が

示
さ
れ
た
。 

代
議
員
・

特
別
代
議
員

に
は
、
事
前

に
議
案
書
等

の
資
料
を
送

付
し
意
見
を

募
っ
た
。
運

動
方
針
等
を

補
強
す
る
意
見
は
７

０
を
数
え
、
そ
の
ひ

と
つ
ひ
と
つ
に
対
応

す
る

執
行

部

答
弁

と
、
尾
形
泰
二
郎
事

務
局
長
の
総
括
答
弁
を
答
弁
書

と
し
て
ま
と
め
て
再
度
代
議
員
・

特
別
代
議
員
と
共
有
し
、
そ
の
上

で
賛
否
の
意
思
を
確
認
し
た
。
労

働
組
合
の
原
点
で
あ
る
「
対
話
」

が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
丁

寧
な
意
思
疎
通
を
心
掛
け
、
そ
の

結
果
と
し

て
全
代
議

員
の
賛
意

を
得
た
の

で
あ
る
。 

い
ま
直

面
し
て
い

る
新
た
な

困
難
と
、

今
後
劇
的

に
変
化
す

る
社
会
を

真
正
面
か

ら
受
け
止

め
つ
つ
、

組
織
の
総
力
を
結
集
し
て
未
曽

有
の
困
難
を
乗
り
越
え
る
べ
く
、

Ｊ
Ｒ
連
合
は
全
て
の
加
盟
単
組
、

全
て
の
組
合
員
と
こ
れ
ま
で
以

上
に
連
携
し
取
り
組
み
を
展
開

し
て
い
く
。（
写
真:

荻
山
市
朗
会
長
） 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 
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動と、次代につなぐ社会正義の
実現を目指す 
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御
法
川
国
土
交
通
副
大
臣

へ
の
要
請
行
動
を
展
開
！ 

 
６
月
２
９
日
、
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
に
よ
る
影
響
と
今
後
の
環

境
変
化
を
踏
ま
え
た
Ｊ
Ｒ
産
業

の
持
続
的
成
長
に
つ
な
が
る
取

り
組
み
に
対
す
る
支
援
を
求
め
、

御
法
川
信
英
国
土
交
通
副
大
臣

へ
の
要
請
行
動
を
実
施
し
た
。
Ｊ

Ｒ
連
合
国
会
議
員
懇
談
会
か
ら

は
泉
健
太
副
会
長
（
衆
議
院
議

員
）
、
小
川
淳
也
事
務
局
長
（
衆

議
院
議
員
）
の
２
議
員
と
と
も

に
、
Ｊ
Ｒ
連
合
荻
山
市
朗
会
長
、

昆
弘
美
副
会
長
、
上
村
良
成
副
会

長
、
中
村
鉄
平
部
長
が
出
席
し
、

Ｊ
Ｒ
産
業
が
地
域
の
社
会
的
役

割
を
果
た
し
な
が
ら
、
働
く
仲
間

が
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る

環
境
整
備
の
必
要
性
を
訴
え
た
。 

荻
山
会
長
は
「
Ｊ
Ｒ
は
最
も
深

刻
な
影
響
を
被
っ
て
い
る
産
業

の
ひ
と
つ
。
Ｊ
Ｒ
連
合
の
試
算
で

は
グ
ル
ー
プ
全
体
で
す
で
に
１

兆
円
ほ
ど
の
収
入
が
“
蒸
発
”
し

た
」
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
る
減
収
の
重
大
度
に

触
れ
、
①
科
学
的
な
見
地
か
ら
の

安
心
利
用
へ
の
情
報
発
信
と
需

要
喚
起
へ
の
支
援
、
②
衛
生
対
策

や
混
雑
緩
和
に
む
け
た
運
賃
・
料

金
制
度
の
見
直
し
や
オ
フ
ピ
ー

ク
利
用
時
の
ポ
イ
ン
ト
還
元
へ

の
助
成
、
③
固
定
資
産
税
等
の
減

免
措
置
の
実
施
等
を
求
め
、
「
労

使
で
意
思
疎
通
も
図
り
検
討
を

進
め
た
。
ベ
ク
ト
ル
は
一
致
し
て

い
る
と
受
け
止
め
て
も
ら
い
た

い
」
と
締
め
く
く
っ
た
。 

（
裏
面
へ
続
く
） 
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続
い
て
、
上
村
副
会
長
か
ら
は
、

利
用
の
平
準
化
を
進
め
る
必
要

性
を
訴
え
つ
つ
、
「
労
働
力
不
足

へ
の
対
応
と
し
て
も
終
電
時
間

の
繰
り
上
げ
も
有
効
で
あ
り
、
こ

の
機
会
に
進
め
て
い
く
べ
き
」
と

問
題
提
起
し
た
。
昆
副
会
長
か
ら

は
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
や
Ｊ
Ｒ
四
国
の

経
営
の
厳
し
さ
が
一
層
増
し
た

こ
と
か
ら
、
国
へ
の
返
済
猶
予
が

必
要
と
し
た
う
え
で
、
「
全
国
の

地
方
ロ
ー
カ
ル
線
の
課
題
が
よ

り
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
さ
ら
に

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
支
援

を
求
め
た
。 

御
法
川
副
大
臣
は
「
鉄
道
の
運

行
を
継
続
し
て
き
た
エ
ッ
セ
ン

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
皆
さ
ん
に

感
謝
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
う
え

で
、
固
定
資
産
税
等
の
減
免
に
対

し
て
「
鉄
道
に
と
っ
て
大
き
な
金

額
で
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い

る
。
次
年
度
税
制
改
正
に
お
け
る

議
論
が
重
要
」
と
認
識
を
示
し
た
。  

 

 

立
憲
民
主
党
・
国
民

民
主
党
Ｗ
Ｔ
が
国
土

交
通
副
大
臣
へ
要
請 

 

Ｊ
Ｒ
北
海
道
・
Ｊ
Ｒ
四
国
・

Ｊ
Ｒ
貨
物
の
経
営
自
立
に

向
け
て
！ 

 

６
月
２
９
日
、
立
憲
民
主
党

「
公
共
交
通
の
あ
り
方
検
討
ワ

ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
」（
立
憲
Ｗ
Ｔ
）

及
び
国
民
民
主
党
「
Ｊ
Ｒ
二
島
・

貨
物
問
題
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
チ

ー
ム
」（
国
民
Ｗ
Ｔ
）
は
、
共
同
会

派
「
立
国
社
」
と
し
て
、
国
土
交

通
省
に
「
Ｊ
Ｒ
北
海
道
・
Ｊ
Ｒ
四

国
・
Ｊ
Ｒ
貨
物
へ
の
支
援
に
関
す

る
要
望
書
」
を
提
出
し
た
。 

Ｊ
Ｒ
連

合
国
会
議

員
懇
談
会

副
会
長
の

泉
健
太
衆

議
院
議
員

（
国
民
Ｗ

Ｔ
座
長
）
、

２
１
世
紀

の
鉄
道
を

考
え
る
議

員
フ
ォ
ー

ラ
ム
所
属

の
白
石
洋

一
衆
議
院

議
員
（
国

民
Ｗ
Ｔ
事
務
局
長
）
、
矢
上
雅
義

衆
議
院
議
員
（
立
憲
Ｗ
Ｔ
座
長
）

ら
が
参
加
し
、
御
法
川
信
英
国
土

交
通
副
大
臣
に
要
望
書
を
手
交

し
た
。 

同
Ｗ
Ｔ
に
お
い

て
は
５
月
２
８
日

に
Ｊ
Ｒ
連
合
へ
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実

施
し
て
お
り
、
Ｊ

Ｒ
連
合
か
ら
は
Ｊ

Ｒ
二
島
・
貨
物
経

営
自
立
実
現
Ｐ
Ｔ

の
政
策
提
言
・
中

間
と
り
ま
と
め
に

基
づ
い
た
説
明
を

行
っ
た
。 

今
回
の
要
望
書

に
は
、「
今
後
も
地

域
に
お
け
る
持
続

可
能
な
交
通
体
系

を
維
持
す
る
た
め
に
も
、
Ｊ
Ｒ
北

海
道
・
Ｊ
Ｒ
四
国
・
Ｊ
Ｒ
貨
物
が

そ
れ
ぞ
れ
経
営
自
立
を
図
る
と

と
も
に
、
経
営
の
あ
り
方
と
地
域

に
お
け
る
交
通
体
系
の
あ
り
方

と
を
区
分
し
て
目
指
す
べ
き
将

来
像
を
検
討
し
、
助
成
の
仕
組
み

の
見
直
し
も
含
め
、
中
長
期
的
視

点
に
立
脚
し
た
政
策
を
実
行
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
不
可
欠
」
と

あ
り
、
ま
さ
に
Ｊ
Ｒ
連
合
の
主
張

が
反
映
さ
れ
た
形
と
な
っ
た
。
Ｊ

Ｒ
連
合
は
、
働
く
者
が
意
欲
を
も

っ
て
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ

る
環
境
の
構
築
を
念
頭
に
、
関
係

議
員
や
政
党
と
の
連
携
強
化
、
地

域
と
の
関
係
構
築
を
図
り
つ
つ
、

政
策
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
次
国
会
で
は
Ｊ
Ｒ
連
合
ビ
ジ

ョ
ン
の
達
成
に
向
け
て
、
「
新
型

コ
ロ
ナ
対
策
」
「
Ｊ
Ｒ
二
島
・
貨

物
」
「
鉄
道
用
地
外
災
害
」
の
三

本
柱
を
軸
に
、
そ
の
実
現
に
向
け

て
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
る
。

産
業
を
支
え
、
発
展
を
め
ざ
す
取

り
組
み
の
実
践
で
あ
る
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
今
後
の

社
会
変
化
を
見
据
え
、 

Ｊ
Ｒ
産
業
の
持
続
的
成

長
に
一
致
団
結
し
て
邁

進
し
よ
う
！ 


